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１．はじめに

　証券会社のシンクタンクを皮切りに、1982年

から31年間証券アナリストの仕事を続けたが

2013年に現役を引退し、これまで長年培ってき

たノウハウと経験を生かして、今は後輩のアナリ

ストの指導・教育を行うコーチ業に専念している。

最近は、様々な規制強化の影響で、証券アナリス

トの仕事が昔に比べてやりにくい時代になったこ

とを切実に感じる。ただし、それを言い訳にして

中途半端な分析活動しかできないのではアナリス

ト失格であり、企業の価値創造プロセスを構築し

ている重要な非財務情報の中から、株式市場が新

たに求めているESG（環境、社会、ガバナンス）

情報などをうまく企業分析に活用するアプローチ

を教え、更に公開されているビッグデータなどの

分析を有用に実用化する新手法の開拓にチャレン

ジし、新時代の証券アナリストの役割変化とその

実践を日々考えている。

　規制強化でアナリストは公開情報をベースとした分析にシフトせねばならなくなった。今後は、生き残りをか
けたイノベーションを起こし、新しい分析手法に積極的にチャレンジして、In-depthレポートを書く必要がある。
企業の価値創造プロセスを構築している非財務情報の中から、株式市場が求めるESG情報などの企業分析への活
用、特許情報などの公開されたビッグデータの分析の有用な実用化など、新しい流れが起きている。

新時代に求められるアナリストの
ビッグチャレンジとイノベーション
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